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事業名
（箇所名）

利根川総合水系環境整備事業(中川・綾瀬川)
担当課 水管理・国土保全局河川環境課 事業

主体
関東地方整備局

担当課長名 五十嵐　崇博

実施箇所 埼玉県草加市、八潮市

該当基準 再評価実施後一定期間（３年間）が経過している事業

事業諸元
水環境：浚渫、浄化導水、河川浄化施設の整備
水辺整備：水辺空間の整備

事業期間 昭和55年度～平成32年度

総事業費
（億円）

343 残事業費（億円） 0.4

目的・必要
性

＜解決すべき課題・背景＞
・綾瀬川は、流域の急激な人口増加に伴い水質が悪化し、水質改善の必要性が高まっていた。また、中川・綾瀬川は市街地における貴重な水辺
空間であり、河川敷は広場等の利用の他、散策等の憩いの場所として親しまれており、誰もが安心して水辺や自然とふれあう事のできる整備の
必要性が高まっている。

＜達成すべき目標＞
　本事業を推進することにより、中川・綾瀬川の持つ水と緑豊かな河川環境への親しみがさらに生まれ、河川空間がより身近なものとなることで、
地元自治体や住民からの期待は高まると考えられる。各事業の目標は以下の通り。
　（水環境）水質汚濁が進んでいた綾瀬川において、水環境の改善を図る。
　（水辺整備）活動目的に合わせて誰もが安全かつ容易に利用できるよう、まちづくりと一体となった魅力ある水辺空間を整備する。

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現
・施策目標：良好な水環境・水辺空間の形成・水と緑のネットワーク形成、適正な汚水処理の確保、下水道資源の循環を確保する。

便益の主
な根拠

【内訳】
水環境改善効果による便益：945億円
河川利用推進の効果による便益：165億円
【主な根拠】
（水環境）　綾瀬川：280円/世帯/月、951,851世帯※
（水辺整備）　綾瀬川：389円/世帯/月、108,731世帯　 　中川：312円/世帯/月、33,137世帯

事業全体
の投資効
率性

基準年度 平成26年度
B:総便益
(億円)

1,110
EIRR
（％）

6.5

残事業の
投資効率

B:総便益
(億円)

3.3 C:総費用(億円) 0.48 B/C

C:総費用(億円) 651 B/C 1.7 B-C 459

6.9

1.7
便益（-10%～+10%） 6.2 7.5 1.6 1.9

事業の効
果等

　（水環境）水質汚濁が進んでいた綾瀬川において、水環境が改善された。
　（水辺整備）活動目的に合わせて誰もが安全かつ容易に利用できるよう、まちづくりと一体となった魅力ある水辺空間の創出が期待できる。

社会経済
情勢等の
変化

綾瀬川は、流域の急激な人口増加に伴い水質が悪化し、水質改善の必要性が高まっていた。また、中川・綾瀬川は市街地における貴重な水辺
空間であり、河川敷は広場等の利用の他、散策等の憩いの場所として親しまれており、誰もが安心して水辺や自然とふれあう事のできる整備の
必要性が高まっている。

感度分析

残事業（Ｂ／Ｃ） 全体事業（Ｂ／Ｃ）
残事業費（+10%～-10%） 6.6 7.2 1.7 1.7
残工期（+10%～-10%） 6.9 6.9 1.7

事業の進
捗状況

（水環境）
Ｈ２１年度に事業完了
（水辺整備）
綾瀬川では、Ｈ１９年度から２３年度までに事業が完了し、管理用通路、ワンドの整備等により、地域における水辺の交流拠点の整備、ネットワー
クの形成を図った。
中川では、子どもたちの河川利用の促進、体験活動場として水辺の楽校（ワンド、堰、管理用通用）を整備している。

対応方針
理由

中川・綾瀬川は市街地における貴重な水辺空間となっている。河川敷は広場等の利用の他、散策等の憩いの場所として親しまれており、沿川自
治体からも河川環境整備の促進要望も高いことから、引き続き河川利用の促進を図る必要がある。

その他

＜※印の説明＞費用対効果分析等に係る項目は平成23年評価時点のもので、現計画の総事業費及び工期を用いて評価を行ったものである。
＜第三者委員会の意見・反映内容＞特になし
＜埼玉県の意見・反映内容＞埼玉県において、中川・綾瀬川の水環境の改善及び水辺の再生は、重要な課題の一つです。
したがって、安全に水辺に親しむことができる空間を創出できる中川・綾瀬川環境整備の継続が必要不可欠です。
なお、実施にあたっては、コスト縮減に留意し、効果的な整備をお願いします。

事業の進
捗の見込
み

・今後の実施の目処、進捗の見通しについて特に大きな支障はない。
・今後も事業実施にあたっては、社会情勢等の変化に留意しつつ、関係機関や地元関係者等との調整を十分に行い実施する。

コスト縮減
や代替案
立案等の
可能性

・現場発生土（掘削土）を築堤材料として再利用によるコスト縮減を行った。
・技術開発の進展に伴う新工法の採用等の可能性を探るなど一層のコスト縮減に努める。
・維持管理にあたっては地元自治体や市民との協働によりコスト縮減に努める。

対応方針 継続

＜再評価＞
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